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アースボックスのお⼿⼊れ⽅法＆注意点

※アースボックスはゴミを捨てるボックスです。使⽤⽤途以外のご使⽤は出来ません。　
　またお⼦様が遊ばないようにご注意下さい。

①定期的(⽬安として⽉1回程度)に⽔洗いをお勧めします。
　中性洗剤をつけたタオルやスポンジで軽くこすり、⽔で流したあと乾拭きしてください。

②アースボックスには、ステンレスのヘアーラインという細い線の向きがありますので、
　その線に沿って拭いてください。
　拭く向きを間違えますと、こすりキズが出来てしまいますので、ご注意ください。

※定期的にメンテナンスして頂けますと、永年ご使⽤頂けます。
（但しステンレスは塩素系に弱いため、海のそばや塩素系の物の近くでご使⽤に
　なる場合は、その限りではありません。）
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ヘアーラインの向き
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③アースボックスはサビに強いステンレス（国産SUS304材）を使⽤しています。
　ただし錆びたものをくっつけますと、錆がステンレスに移りますのでご注意下さい。
 　※錆びが発⽣した場合は、市販の錆取り剤等で錆を落としてください。

④パンチング⽳(通気孔)には安全処理を施してありますが、思わぬケガをする場合が
　ありますので、素⼿で直に触らないよう、ご注意下さい。
　(清掃等で触る場合、必ず⼿袋をご着⽤下さい。)

⑤ アースボックスの底板は耐荷重500kg超です。
　重いゴミ袋を⼊れたり、⼈が内部に⼊ってメンテナンスする場合でも問題ありません。
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設置時の移動に際しての注意事項
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※この⽅法で移動させればアジャストボルトも傷めません。
　２⼈で作業する場合は、同時に動かすと楽に移動させられます。

両脇を持ちます

アースボックスはある程度まで両脇を持ちながら移動させて設置しますが、
ブロック等に囲まれた場所へ設置する時は、ボックスを引きずらないようにしてください。
引きずりますと、アジャストボルトが折れてしまいます。

綿の⼿袋を着⽤しますと、滑ってケガをします。必ず厚⼿のゴム⼿袋を着⽤してください。綿の

■EMタイプの持ち⽅

両脇を持ちます

■EMSタイプの持ち⽅

それぞれタイプ別の写真のように扉を開け、　　　　のあたりを下から持つようにして、
前後左右へ少しづつ移動させてください。(ピボット運動)
⽚側がある程度移動しましたら、もう⽚側を移動させます。

■EMD・EMDS・EMDMタイプの持ち⽅

両脇を持ちます


